　警戒船管理運用要領記載例
　　警戒船管理運用要領は記載例をそのまま使用せずに、申請内容の形態にあったものに替えて記載して下さい。

警戒船管理運用要領
１　目的

　　この要領は、　　　が施工する　　　作業の実施に際し、　　　が配備する警戒船の業務を的確に実施し、もって作業海域及びその周辺海域における船舶航行の安全と作業の円滑な遂行を図り、事故の防止に万全を期することを目的とする。

２　警戒船の配備

(1)　本作業（○○工、○○工）中は、　　隻の警戒船を配備する。

(2)　配備する警戒船は次のとおりとする。

	船　名
	総トン数
	乗組員
	配　備　期　間
	配備時間

	○○丸
	○○トン
	○名
	自　令和　　年　　月　　日

至　令和　　年　　月　　日
	○○○～○○○


３　警戒船の指揮及び通信連絡体制

　(1)　警戒業務を的確に実施するため、次のとおり警戒業務管理者　　名及び専従警戒要員　　名を置く。

	
	氏名
	年齢
	経歴
	受講年月日
	受講地
	証明書番号

	警戒業務

管理者
	○○○○
	○○歳
	　年
	Ｓ．　．　．

(H)
	○○
	第　　　号

	専従警戒

要員
	○○○○
	○○歳
	　年
	Ｓ．　．　．

(H)
	○○
	第　　　号


　　　なお、専従警戒要員は他の業務（船長等）との兼務はいたしません。
(2) 指揮系統図は次のとおりとする。



(3) 警戒船の船長

	船　　名
	氏　　名
	年齢
	経験
	海技免状の種類

	
	
	
	　年
	


(4)　通信連絡体制







４　警戒区域

　　警戒船が警戒すべき海域及び警戒船の配備位置は、　　　とする。

　　（別添○○図参照）

５　警戒船の性能、設備

　(1)　警戒船の性能は次のとおり。

　　　総トン数････････　　　トン　　　　　　　最高速力･･････････････　　　ノット

　　　出力････････････　　　 PS(HP)またはKW　　全長･･････････････････　　　ｍ

　　　幅･･･････････････　　　ｍ　　　　　　　　船橋における眼高･････　　　ｍ

　(2)　警戒船の設備は次のとおり。

　　　連絡設備･･････････電話・ＶＨＦ　　　　　監視器材･･････････双眼鏡・レーダー

　　　注意喚起器材･････サイレン・探照灯・拡声器・赤旗（１ｍ×１ｍ）・手旗
　　　表示器材･･････････表示板・横断幕

　　　その他････････････海図・海事法令集・警戒船管理運用要領・緊急連絡系統図

６　警戒業務実施要領

　(1)　警戒船の業務

　　　警戒船は工事作業の実施海域付近において、主として次の業務を行う。

1 工事作業等及び航行制限の内容に関する情報を通航船舶等へ提供する。

2 工事作業等の関係船舶の交通を整理する。

3 工事作業等の実施海域に異常接近する船舶等に対して注意喚起する。

4 工事作業等の実施海域を示す標識その他の関連施設の異常の有無を監視する
とともに、関係者にその状況を通報する。

　　⑤　工事作業等の実施に伴って発生した事故により船舶交通に危険が生じ、又は生ずる恐れのあるときには、人命の安全確保及び船舶交通の危険を防止するため被害の拡大防止のための必要な応急の措置を行う。

　(2)　基本的留意事項

　　　船長及び専従警戒要員は協力して、次の事項を実施する。

1 　警戒業務が的確に実施できるよう、船体、機関、機器等の保全ならびに警戒
業務に必要な研鑽及び各種訓練の実施に努める。

2 　乗組員の作業を明確に定めた配置表を船内の見えやすい場所に備え付けておく。

　　③　警戒業務実施方法の参考とするため警戒業務記録簿を備付け、警戒業務管理者から入手した情報、指示、警戒業務の引継ぎ事項、実施概要等を記録する。

(3)　 警戒業務実施前の遵守事項
情報の入手
警戒船は、警戒業務管理者等を通じ、次の情報を入手し、船内に周知する。
①　工事作業等の状況

②　作業船等の運航計画

③　気象通報

④　その他必要な事項
警戒業務を的確に実施するため警戒船の性能設備等を最良の状態にしておくため
に次の事項を確認する。
①　法定職員、専従警戒要員の乗船
②　燃料、食料、清水等の搭載
③　船体、機関設備等の現状

　(4)　警戒業務実施中における遵守事項

　　①　警戒船の立場は、工事作業等の情報を伝達する等一般船舶の安全航行について協力するものであって、他船に対する指示権や航法上の優先権を有するものではないことに留意する。
　　②　警戒船の船長は、港則法、海上衝突予防法等関係法令を遵守し、航行の安全を確保する。

③　警戒船の船長は、操船者及び専従警戒要員を常時船橋に配置して見張りを厳重
にし、レーダー等を活用して、工事作業等の実施海域へ異常接近する恐れのある船舶の動向を早期に把握する。

④　警戒船は、緊急その他やむを得ない場合のほか、いたずらに他船に接近しない。

⑤　警戒船の船長は、巡視船艇から海難救助等の緊急措置について協力要請があった場合はその旨を警戒業務管理者に報告し、指示を受けこれに協力する。

　　⑥　警戒船の船長は、特別の指示による場合及び緊急の場合のほか、警戒区域を離れない。

　(5)　一般的な工事作業等の警戒の要点

　　①　警戒船は、担当する区域内を適宜巡回し、航行船舶、工事作業船等の関係船舶等の運航状況及び航行援助施設ならびに気象、海象状況に留意し、定時に次の事項を警戒業務管理者に報告する。
前記状況に異常を認めた場合には、そのつど、警戒業務管理者に報告する。

　　　イ　警戒を行う区域内の状況

　　　ロ　標識その他の関連施設の異常の有無

　　　ハ　天候及び海上模様

　　　ニ　その他必要事項

　　②　警戒船は、作業船が一般船舶の航行を妨害する恐れのある場合等航行の安全上必要な場合には、警戒業務管理者に報告するとともに作業船の交通の整理を行う。

3 　警戒船は、一般航行船舶等が工事作業海域に異常接近する恐れのあると認めた場合は、次の措置を講じ事故防止に万全を期す。

イ　航行船舶等の進路及び速力等から判断して、工事作業等の実施海域に異常接近する恐れのある場合には、直ちに当該船舶に近づき、無線・汽笛・拡声器・探照灯・赤旗等適切な手段により注意喚起を行う。

　　　ロ　接近防止のため、必要に応じ接近を防止する位置に船位して注意喚起を行う。

　　　ハ　侵入船舶があった場合は、当該船舶に対し早期に工事作業等の実施海域外へ退避するよう協力を求め、必要に応じ誘導等の措置を講ずる。

　　④　警戒船は、工事区域に設置された標識その他の関連施設の異常の有無の監視を行い、異常が発見された時は、直ちにその状況を警戒業務管理者に報告する。

　(6)　警戒船の運航中止基準

　　　警戒業務管理者は、気象、海象等の状況を勘案のうえ、警戒船の運航中止又は待機の指示を行わなければならない。

　　　運航中止基準　　　　　　　　　工事中止基準

　　　　風速　○○ｍ／秒以上　　　　　風速　○○ｍ／秒以上

　　　　波高　○○ｍ以上　　　　　　　波高　○○ｍ以上

　　　　視界　○○ｍ以下　　　　　　　視界　○○ｍ以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮流　○○ノット以上

７　管理運用体制

　(1)　警戒業務管理者は、主として次の業務を行う。

　　①　警戒業務全般に係る調整に関すること。

　　②　警戒船の運用及び警戒業務の実施に関し、必要な情報の収集並びに警戒船の船長及び専従警戒要員に対する当該情報の伝達に関すること。

③　警戒業務の実施に係る、警戒船及び関係海上保安官署との連絡に関すること。

④　警戒船の船長及び専従警戒要員に対する工事作業の内容の周知に関すること。

⑤　専従警戒要員及び警戒船乗組員の教育、訓練に関すること。

⑥　その他警戒業務の実施に係る、必要な事項に関すること。

　(2)　警戒業務の管理方法
　　①　警戒業務管理者は、事前に警戒船の運用計画を策定して、警戒船の船長に指示する。

　　②　警戒業務管理者は、警戒船が警戒業務に従事している間は、警戒船の行う業務の実施状況を把握できる事務所等に自ら勤務するか又は代行者を勤務させる。

　　③　警戒業務管理者は、工事責任者等との連絡を密にし、警戒船が必要とする情報の提供を受けてそれを警戒船に提供し、また警戒船から報告のあった異常接近船に関する情報、警戒区域内で発生した事故に関する情報、巡回中に発見した工事作業等関連施設の異常に関する情報等を工事関係者へ報告又は通報する。

８　警戒船乗組員の教育、訓練

　(1)　警戒業務管理者等は、専従警戒要員及び警戒船乗組員に対して海上交通関係法令、緊急事態発生時の措置等警戒業務に必要な教育及び実地訓練を警戒業務開始前に1回以上実施しその後、毎月1回以上実施する。

　(2)　警戒業務管理者等は、本工事に類似した他の工事作業で発生した乗揚海難その他の事故例を調査研究し、専従警戒要員及び警戒船乗組員に対し周知徹底を図る。

警戒船
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